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2……排水設備指定工事店一覧、松明調進一般参加者募集
3……市政一新市民会議市民委員募集、国津の杜の行事
4……災害時要援護者支援制度のご案内

「
知
事
と
名
張
市
長
と
の
１
対
１
対
談
」を
１
月
に
開
催

　
市
長　

地
域
医
療
は
伊
賀
地
域
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
不

足
が
顕
著
な
た
め
、
救
急
医
療
を
担

う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
都
市
部
に
医
師
が
集
中
し
て
い

る
ほ
か
、
診
療
科
目
ご
と
に
医
師
の

偏
り
が
あ
り
、
外
科
や
内
科
、
産
科

の
医
師
数
が
少
な
い
の
が
現
状
。
い

ま
、救
急
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、

医
師
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

下
、
１
次
・
２
次
医
療
の
役
割
分
担

が
進
み
、
ま
た
、
市
立
病
院
な
ど
の

医
師
や
看
護
師
が
精
一
杯
努
力
し
て

い
る
か
ら
だ
と
言
え
ま
す
。

知
事　

伊
賀
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

医
療
に
対
す
る
不
安
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
伊
賀
地
域
は
県

内
で
も
10
万
人
あ
た
り
の
医
師
数
が

最
も
少
な
く
、
県
内
の
公
立
病
院
で

は
、
伊
賀
地
域
の
減
少
率
が
最
も
高

い
の
も
事
実
。
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
医
師
確
保
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
特
効
薬
は
な
く
、
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

名
張
市
立
病
院
で
も
、
医
師
の

処
遇
改
善
や
、
医
療
機
器
の
更
新
、

医
師
の
事
務
処
理
を
手
伝
う
「
ド
ク

タ
ー
ク
ラ
ー
ク
」
の
導
入
な
ど
、
医

師
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
病
院
づ
く
り

を
行
う
こ
と
で
、
医
師
を
確
保
し
て

■ 

伊
賀
地
域
の
医
師
不
足
は
深
刻

　鈴木英敬知事と亀井利克市長による対談が、1月 15日、武道交流
館いきいきで開催され、約 320人が傍聴に訪れました。テーマは、「伊
賀地域の医療体制を考える」。1時間にわたって議論を交わしました。
　今号ではその要旨をお伝えします。

県
と
連
携
し
、医
療
体
制
の
充
実
を
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■ 
研
修
医
確
保
に
県
の
支
援
を

■ 

地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を

■ 

在
宅
医
療
の
充
実
を

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、研
修
医
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

医
師
の
定
着
を
目
指
す
こ
と
も
で
き

る
と
考
え
ま
す
が
、
研
修
医
の
受
け

入
れ
病
院
に
対
す
る
県
の
財
政
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

知
事　

現
在
、
名
張
市
立
病
院
は
、
基

幹
型
臨
床
研
修
病
院
（
県
内
で
17
病

院
）
の
一
つ
で
あ
る
三
重
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
協
力
型
病
院
と
い
う

位
置
づ
け
で
す
が
、
今
後
、
県
が
直

接
支
援
で
き
る
方
法
が
な
い
か
を
検

討
し
ま
す
。

市
長　

今
後
、
１
次
・
２
次
医
療
の
役

割
分
担
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
も
、
名
張
市
立
病
院
は
、「
地

域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
名

張
市
立
病
院
を
受
診
す
る
患
者
の
う

ち
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ

れ
た
人
は
承
認
基
準
で
あ
る
６
割
を

超
え
、
名
張
市
立
病
院
か
ら
地
域
の

医
療
機
関
へ
の
紹
介
も
基
準
の
３
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
の

財
政
支
援
が
あ
れ
ば
、
こ
の
役
割
分

担
は
も
っ
と
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
立
病
院
に
入

院
す
る
患
者
の
在
院
日
数
が
減
り
、

救
急
患
者
が
受
け
入
れ
や
す
く
な
っ

て
い
く
と
考
え
ま
す
。

知
事　
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
と
し

て
承
認
す
る
た
め
に
は
い
く
つ
か
の

要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
県
は
ス
ム
ー

ズ
に
承
認
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
１
次
・

２
次
医
療
機
関
の
役
割
分
担
の
促
進

に
つ
い
て
は
、「
地
域
連
携
診
療
計

画
」
の
作
成
も
、
か
か
り
つ
け
医
や

市
立
病
院
へ
の
新
た
な
支
援
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、こ
れ
に
つ
い
て
も
、

実
現
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

医
療
費
の
増
大
か
ら
、
国
は
、

〝
病
院
か
ら
在
宅
へ
〞〝
施
設
か
ら
在

宅
へ
〞
と
在
宅
で
療
養
で
き
る
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。市
で
も
、

在
宅
ケ
ア
を
望
ん
で
い
る
人
が
多
い

の
で
、
在
宅
医
療
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

知
事　
「
名
張
市
在
宅
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
全
国
的
に
も
先
進
的
な

取
組
み
で
す
。
こ
れ
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
名
張
市
と
と
も
に
国
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
複

数
の
診
療
科
に
対
応
で
き
る
家
庭
医

を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
三
重
大

学
な
ど
関
連
機
関
が
連
携
し
て
取
り

組
む
「
三
重
・
地
域
家
庭
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
支
援
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

医
師
確
保
の
総
合
窓
口
を
つ
く
っ
た

り
、
い
ま
増
え
て
い
る
女
性
医
師
が

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
た
り

と
、
医
師
不
足
解
消
に
向
け
て
、
皆

さ
ん
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【1次医療機関と２次医療機関】
　比較的軽症の患者に対応する

のが、かかりつけ医や応急診療所といった
1次医療機関。入院や手術が必要な重症患
者に対応するのが、名張市立病院などの 2
次医療機関です。病院勤務医不足の主な原
因となっているのは医師の過重労働。これ
を軽減していくためにも、1次・2次医療
機関の役割分担を進めることが重要です。

【地域医療支援病院】
　紹介患者への医療提供、医療機器の共同
利用などを通じて、かかりつけ医を支援す
る病院。患者紹介率や設備など一定の要件
を満たす病院に対して、都道府県の医療審
議会での審議を経て、知事が承認します。
県内では、鈴鹿中央総合病院、松阪中央総
合病院など 5病院が承認を受けています。

用 語 解 説

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」
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名張市排水設備指定工事店一覧表 （ 2月1日現在　50音順）
工事店名
〔市内〕
アクアサービスナカモリ
㈱アサヒ
㈱生田
井上鉄工所
井上電設
ウエダ設備
㈲ウォーターシステム
エステック
奥地水道
オフィス７SHIMAZU
㈱カインド・ファシリティーズ
㈲栢森
桔梗設備
㈱菊屋
喜多建材
近畿環境サービス㈱名張事業所
ＫＭ建設
K's PLANNING
夢の住まい　三優ホーム
(資)三和ブロック
渋谷風呂店
㈱下村工業所名張営業所
住宅環境
順真建設㈱
城戸工業
白石設備
スガコー建設㈱
杉本水道
杉本設備
奏建設備
㈱大道建設
㈲髙建
タカシロ設備
たかせ米店住宅設備部
竹田設備
㈲タケシン
多田工業㈱
田中電器店
中部菊屋興産㈱名張支店
辻本設備　
㈱テラカド
㈱テラハシ
時基建設㈲
㈲中嶋工業
ナカヒロ設備
中森設備
西垣設備
西本建築
㈱西山建設
日本浄化槽水道工事㈱
配管屋
橋岡電機住設
㈱フクシマ
㈱フクタ
㈱福山工務店
㈲ベストホーム
堀口設備
マスダ設備
㈱まちだ
㈱丸栄建設
マルト建設㈱
㈱マルト重建
南建設㈱
名阪エンジニアリング㈱
森嶋住宅設備
山浦水道設備
山喜電器㈱
山口設備

所在地

箕曲中村
蔵持町原出
新田
南町
黒田
すずらん台東5
つつじが丘北10
百合が丘東8
西田原
桔梗が丘2
百合が丘西3
東町
桔梗が丘3
松崎町
朝日町
下比奈知
富貴ヶ丘4
富貴ヶ丘6
さつき台2
赤目町丈六
上八町
蔵持町原出
桔梗が丘南2
百合が丘東8
梅が丘北3
美旗町中１
夏見
赤目町一ノ井
赤目町一ノ井
夏見
松崎町
蔵持町里
つつじが丘北3
東町
黒田
東田原
夏見
安部田
蔵持町芝出
夏見
つつじが丘北2
富貴ヶ丘3
青蓮寺
富貴ヶ丘3
鴻之台1
薦生
希央台2
赤目町丈六
東町
蔵持町原出
平尾
安部田
鴻之台5
黒田
豊後町
富貴ヶ丘5
つつじが丘北3
百合が丘東9
蔵持町原出
松崎町
東町
東町
蔵持町原出
美旗町中1
箕曲中村
桔梗が丘5
夏見
富貴ヶ丘2

 問い合わせ先

63-4157
62-7033
67-1980
63-3594
63-9079
68-0126
68-5051
64-9187
65-3564
65-0035
42-8552
63-1043
65-6608
63-9800
63-9189
67-2100
64-6941
63-7148
0120-656-818
64-1629
63-0626
63-6431
65-7751
63-1667
64-7292
66-1036
63-5375
63-2555
63-3753
64-7465
63-7717
64-8522
68-2888
63-0230
63-2847
65-3702
63-0188
64-6450
64-5988
64-3535
68-6810
63-9083
64-9097
63-5965
64-8851
63-1971
61-2253
63-9505
63-0445
63-1762
63-5453
63-0771
64-8788
63-2525
63-2345
64-7293
68-6054
64-7340
64-1474
63-2155
63-1285
63-7516
63-5345
65-5970
63-5705
65-7358
63-6955
61-3911

所在地
赤目町柏原
桔梗が丘7
安部田
桔梗が丘5
南町
蔵持町原出
桔梗が丘5

宇陀市榛原区下井足
四日市市西坂部町
四日市市野田
伊賀市山出
伊賀市上野車坂町
伊賀市下柘植
津市垂水
松阪市垣鼻町
津市片田新町
松阪市駅部田町
伊賀市長田
伊賀市西高倉
伊賀市阿保
松阪市中万町
津市栗真中山町
伊賀市千戸
伊賀市阿保
津市美里町家所
伊賀市緑ヶ丘南町
伊賀市ゆめが丘
度会郡大紀町大内山
伊賀市下友生
多気郡多気町津留
桑名市大字和泉
津市久居井戸山町
伊賀市佐那具町
宇陀市榛原区長峯
伊賀市山出
津市垂水
津市桜橋
宇陀市榛原区額井
伊賀市緑ヶ丘南町
伊賀市上神戸
伊賀市久米町
四日市市生桑町
伊賀市希望ヶ丘西
松阪市曽原町
三重郡川越町当新田
伊賀市中村
伊賀市山出
伊賀市岡田
伊賀市上神戸
松阪市久保町
津市安濃町太田
伊賀市猪田
伊賀市市部
四日市市尾平町
伊賀市ゆめが丘
津市雲出本郷町
宇陀市榛原区笠間
松阪市中道町
津市雲出島貫町
伊賀市久米町
津市河芸町上野
松阪市五主町
伊賀市阿保
津市雲出長常町
伊賀市下郡
伊勢市神社港
伊賀市寺田

問い合わせ先
64-3403
65-7433
63-1212
65-0211
63-0509
63-5068
66-5700

0743-82-0190
059-332-2311
059-332-2323
24-7695
23-9168
45-9229
059-227-5241
0598-51-6191
059-237-1841
0598-22-2082
26-7878
23-8228
52-0243
0598-29-2431
059-233-3309
46-1855
52-0523
059-279-4160
23-9305
21-8810
0598-72-4001
26-3188
0598-20-8800
0594-27-5535
059-256-1155
24-6687
0745-82-2369
21-7226
059-226-2388
059-228-1367
0745-82-4127
21-5303
38-1525
0050-5201-1516
0593-33-9660
45-3824
0598-56-6661
059-365-7778
47-0209
24-0511
52-1232
38-1501
0598-60-2550
059-268-1050
21-4410
37-0147
059-331-1669
23-3809
059-234-4422
0745-82-0406
0598-56-9655
059-234-4432
21-3857
059-245-7010
0598-56-9119
52-1220
059-234-7521
37-0074
0596-31-1551
21-6356

工事店名
山三建設
㈱ヤマタケ
㈱山中建設
山中設備工業所
㈱吉岡組
リーベ・ナカモリ
㈱Y's　corporation
〔市外〕
㈲アクア
朝日ガスエナジー㈱
㈱東産業
伊賀住宅設備機器
㈲池田設備工業
㈲伊東住設
㈱Water　Pro水坊主
永和管工設備
ECO･P（エコ・ピー）
大久保設備
大登住宅設備
㈱岡本住設
カケダ厨房設備
㈲川村土建
北川産業㈱三重営業所
栗栖設備
㈲後藤工作所
ササキ設備
㈲シブキ設備
城工業
㈱ソーケン
㈱大伸
㈱高正工務店
㈲タケスイ設備
田辺設備㈱
玉岡設備工業
㈲玉岡設備工業
中部住建
㈱中部浄化槽工業
中部日化サービス㈱三重支店
㈲東和技研工業
㈱中里工務店
中山成業㈱
西岡住宅設備
㈲野口設備
㈱博電工業三重営業所
㈱ハヤシコーポレーション
㈲平濱
福井工業㈲
㈱福井商店
福岡設備工業㈱
㈱双葉設備
㈲ホーム・トラスト
本田設備
前田建設
前田商店
㈱松尾住設
松秀住設
三重シンリョー設備㈱
㈱水野設備
㈲みずポリス三重
溝口管工㈲
名阪設備工業㈱
㈲山管工
㈲幸設備工業
吉岡鉄工所
吉村工業㈱
ライフ設備
れんげメンテナンス㈱
渡辺水道

排水設備工事は、市の指定工事店で
　公共下水道・農業集落排水の区域内で行う排水設備工事は、「責任技術者試験」に合格した技術者が
いる「名張市排水設備指定工事店」でないとできません。

公共下水道・農業集落排水

　下水道維持室　 63‐7102

母子家庭（寡
か ふ

婦）の皆さんが対象
「パソコン教室」参加者募集

お早めに子宮頸
け い

がん予防
ワクチンを接種しましょう

　コンピューター概要・キー入力や、
ワード、エクセル、パワーポイントと
いったソフトの使い方を学びます。
日時　2 月 25 日土・26 日日、3 月 4
日日・11日日・25日日　午後 1時
30 分～ 5 時 30 分　※最終日は懇
親会を予定（午後 6時まで）

場所　桔梗が丘公民館
対象　母子・寡婦家庭（配偶者がいな
くて子どもがいる女性）の人　

　※託児あり（有料）
定員　15人　※先着順　
参加費　1,000 円（テキスト代）
持ち物　ノート型パソコン
講師　川

かわつら

面 竹
たけ

生
お

さん
申込　電話で問い合わせ先へ

 名張市母子寡婦福祉会（藤原）
　 090‐7603‐5634

　現在、中学 1年生から高校 1年生ま
での女子で、子宮頸がん予防ワクチン
の接種がお済みでない人は、3月 31日
までに可能な接種を済ませましょう。
◆高校 2 年生…平成 23 年 9 月 30 日
までに 1回目の接種を済ませた人に
限り、平成 24年 3月 31 日まで無料
接種ができます。
◆高校 1 年生…平成 24 年 3 月 31 日
までに 1回目の接種が済んでいれば、
引き続き、無料接種の対象になる予
定です。
◆中学 1～ 3年生…4月以降も継続し
て無料接種の対象となる予定です。
※予算措置上、平成 24 年 4月 1日以
降も、無料接種を実施できるように
なった場合
◎詳しくは、お問い合わせください。

 健康支援室　 63‐6970

「伊賀一ノ井松明調進行
事」一般参加者募集

日時　3 月 12 日月　午前 5 時 20 分
に市役所前バス停車場集合　

※荒天決行（天候によってはバスのみ
で調進行事を実施します）

参加費　3,000 円（バス代・保険料含む）
定員　60人　※先着順
対象　健康で山道（獣道）含め 10km
程度歩ける人

申込　2月 29日水までに、はがきかフ
ァクス（63‐9138）で住所・氏名・
年齢・電話番号を㈳名張市観光協会
内「春を呼ぶ会」（〒 518‐0729　
南町 822‐2　名張産業振興センタ
ーアスピア 1階）へ

 春を呼ぶ会　  63‐9148
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女性労働者の能力発揮や、
仕事と育児・介護との両立
支援を推進する企業を表彰

弁護士、医師などによる相談も
「後見人のつどい」

つながる　つなげる　
ネットワークづくり講座

木製家具など粗大ごみの再生品
を入札により展示販売します

「直売所等で『農産物加工品』の
販売に取り組むための研修会」
参加者募集

子どもの虐待予防講演会
「子どもの笑顔のために
地域ができること」

改革達成・名張躍進に向けて
「市政一新市民会議（第 5期）  
 市民委員」を募集

　厚生労働省では、「職場における女性労働者
の能力発揮を促進するための積極的な取組」
や「仕事と育児・介護との両立支援のための
取組」を推進している企業を公募し、表彰し
ています。ぜひご応募ください。
応募期限　3 月 31日土
◎詳しくは、厚生労働省ホームページ（http://
www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/
kintou/ryouritsu.html）をご覧ください。

 三重県労働局雇用均等室
　  059‐226‐2318

　後見人活動で分からないこと、不安に感じて
いることなどを後見人同士で語り合ったり、専
門家の助言を受けたりしませんか。当日は、弁
護士、医師、社会福祉士などが相談に応じます。
日時　2 月 23日木　午後 1時～ 3時
場所　上野ふれあいプラザ３階中会議室（伊
賀市上野中町）

対象　後見人もしくは被後見人が伊賀市・名
張市の人　　　　　　　　　　◎参加無料

申込　2月 20日月までに、問い合わせ先へ

 伊賀地域福祉後見サポートセンター
　  21‐9611

　市民活動団体や地域づくり組織などを対象
に、ワールドカフェを開催。これは、「カフ
ェ」のようななごやかな雰囲気の中、気持ち
や意見を伝え合い、知り合えるというもの。
いわば、大規模な「座談会」です。
日時　2月25日土　午後1時30分～4時30分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
進行役　北野 真由美さん（NPO法人えんぱわ
めんと堺　代表理事）　

定員　80人　※参加無料。市民活動団体で
活動していない人でも、関心がありました
ら、ぜひご参加ください。

申込　電話などで問い合わせ先へ

 名張市人権センター　  63‐0018

展示期間　2月5日日～24日金 平日は午前9時～
午後5時。日曜日は午後1時～5時。土曜日閉館

展示場所　伊賀南部クリーンセンター（伊賀
市奥鹿野）　　開札日　2月27日月

入札受付　展示期間中に展示場所に備え付け
の入札票に必要事項を記入し、入札箱に投
函してください。入札最高価格が複数の場
合は開札日に公開抽選を行います。

 伊賀南部環境衛生組合　  53‐1120

　自家生産の農産物を材料にした加工品づく
りや販売の取組みを推進するため、研修会を
開催します。
日時　2月23日木 午前9時30分～11時30分
場所　市役所3階302会議室
内容　加工品の種類とその加工施設、衛生管
理、表示方法についてなど

対象　農産物加工に関心があり、加工用の原
材料の調達が可能な人

講師　三重県伊賀農林商工環境事務所　農政
普及室　職員

申込　電話で問い合わせ先へ　◎参加無料

 農林振興室　  63‐7625

日時　2 月 19日日　午後 3時～
講師　西澤 哲

さとる

さん（山梨県立大学教授　日本
子ども虐待防止学会理事）

場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
定員　150 人　※先着順。参加無料　　
申込　「2月19日講演会参加希望」と記入の上、
氏名・住所を書いて、電話、ファクス（63-
6233）、電子メール（health@city.nabari.
mie.jp）で問い合わせ先へ

 健康支援室　  63‐6970

　市では、「市政一新プログラム－完結編－
（平成22～25年度）」による行財政改革を進
めています。〝完結編〟の推進や評価をはじ
め、これまでの市政一新の取組みの検証、今
後の行政改革の方向性などを審議いただく市
民委員を募集します。
対象　市内に在住・在勤で20歳以上の人
募集人数　2人　※原則として男女各1人
任期　委嘱した日（4月予定）から2年間
活動内容　年4回（平日昼間）程度の会議出席
報酬　7,000円／回、交通費
申込　3月2日金までに、応募申込書を市役所2
階行政改革推進室（〒518‐0492 鴻之台1
‐1）へ郵送（当日消印有効）か、電子メー
ル（gyoukaku@city.nabari.mie.jp）、フ
ァクス（64-2560）、直接持参で提出して
ください。※応募申込書は、市ホームペー
ジから出力可。希望者には郵送。作文（行
政改革に関する意見）なども含みます。

選考　応募動機・抱負、アンケート、作文を
総合的に考慮し、選考します。

その他　市民委員のほか、学識経験者、市内
関係団体などの代表を構成委員とします。

 行政改革推進室　  63‐7302

催し催し
 旧細川邸  やなせ宿   62‐7760 

なせ宿なせ宿

「名張八日戎祭り IN やなせ宿」 
日時　2月7日火　午後1時～5時
　　　　  8日水　午前11時～午後３時
●甘酒（無料）…両日とも先着100人
●焼き餅、ぜんざい（焼き餅入り）…200円
●『レストランやなせ』
　（午前11時30分～午後1時30分）
　▼伊賀牛やなせ肉うどん…500円
　▼伊賀米おにぎり…200円
●『カフェやなせ』
●やなせ野菜市（地元農家提供／椎茸など）
●『ライブコンサート』（午前11時～1時間
程度）…出演：室生音楽の森ファミリー

●『平成の民家』建築展

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

陶芸教室　
信楽の土で「ペアー珈琲カップ」を作ります

日時　2月14日火  午前10時～午後零時30分
講師　中嶋 泰

やす

子
こ

さん
定員　10人　参加費　2,200円
木工教室　電動糸ノコギリ体験　
身近な動物の木製パズルを作ります

日時　2月17日金  午前10時～午後零時30分
講師　長谷川 重

じゅうほう

峰さん
定員　10人　参加費　1,200円

☆　☆　☆　☆　☆
申込　いずれの教室も2月6日月から10日金ま
でに、電話で問い合わせ先へ

※先着順。参加者が少ない場合は中止。参加費
には材料費含みます。

『福祉職deあいフェア』
～就職面接会～

　奈良県の山添・都祁・福住地域の福祉関係事
業所を中心とした合同就職面接会です。資格や
経験がない人も、お気軽にお越しください。
日時　3 月 4日日　午後 1時～ 4時
場所　都祁交流センター（奈良市都祁白石町）
◎参加無料。入退場自由

 ハローワーク奈良福祉人材コーナー
　  0742‐36‐1601（48＃）

認知症の人と家族の会
「伊賀地区つどい・交流会」

　認知症を介護する家族がつらさを抱え込ん
でしまわないように、情報交換の場、近況報
告の場として交流会を開催します。
日時　2 月 15日水　午後 1時 30分～ 4時
場所　総合福祉センターふれあい（丸之内）
対象　認知症に関心のある人　　　　　　
参加費　500 円　※認知症の人は無料。家族
の会会員は 100 円

◎申込不要。ただし、認知症の人が参加する
場合は、事前に問い合わせ先へ

 「認知症の人と家族の会」三重県支部（中村）
　  090‐6615‐8917

～魅力あるまちづくりを進めるために～

やさしい自然教室「電気のなぞなぞ」　実験などを通して電気のナゾに迫ります。　日時　2 月 19日日午前 9時 30分～正午　場所　勤労者福祉会館（夏見）　
　参加費　300円（小学生以上）　申込　2月 15日水までに電話かファクスで問い合わせ先へ　  しぜん・ふしぎ・ワンダーランド（福田）　   68‐3642
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災害時要援護対象者
▼身体障害者で肢体１・２級、視覚１・２級、聴覚２級の人
▼精神障害者で１級の人　▼知的障害者で療育手帳A判定の人
▼要介護認定者で要介護３以上の人　
▼ 70歳以上の高齢者のみの世帯
　※施設、病院などに長期入所・入院している人を除く
◎上記対象者以外で、災害時に支援が必要と思われる人も登録で
きます。詳しくは、危機管理室（ 63‐7271）、または、健
康福祉政策室（  63‐7579）へご連絡ください。

　対象者には、２月初旬に災害時要援護者登録申請書（兼個人情報
提供同意書）を送付しますので、これを市へ提出してください。
　なお、登録申請書は、今年新しく対象となる人と、昨年登録の意
思表示をしていない人に送付します。

積極的に「災害時要援護者」として登録を
対象者には2月初旬に申請書を送付します

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

超ひかりTVで
簡単・安心のデジタルライフを !!

0595-64-7821

東日本大震災時、宮城県塩竈市桂島(写真)では、島民
同士が身体の不自由な人を介助するなどして全員が
高台に避難。島民全員が顔見知りで、どこにだれが
住んでいるかを事前に把握していたことが、迅速な
活動につながり、一人の死者も出しませんでした。
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